
“200TBものバックアップデー
タが重複排除によりわずか
11TBにまで削減されていま
す。将来のデータ増に対し
ても余裕を持って対応でき
ますし、データ量を気にせ
ずに対象サーバーも追加で
きます。データ容量ベースの
ライセンス体系を持つHPE 
Data Protectorを採用した
ことで、対象サーバーを追加
する際のコストも気にしな
いですみます”

̶シネックスインフォテック株式会社
情報システム部門
インフラ管理グループ
小林 充幸 氏

目的
仮想化環境、物理環境に構築された業務システム
とデータの保護。増大するデータと拡大する仮想
化環境を将来にわたって保護するための管理性、
コストパフォーマンスに優れたデータバックアップ
環境を構築する。

シネックスインフォテックが
増大する業務データを確実に保護する
ディスクバックアップ環境を構築
HPE StoreOnce Backup 4500およびHPE Data Protectorを
採用し、重複排除によりバックアップデータ量を最大1/20に削減

Case Study

ITの効果
• HPE StoreOnce Backup 4500およびHPE 

Data Protectorを採用し仮想化環境、物理環境
のデータバックアップを統合

• 重複排除によりバックアップデータ量を最大1/20
に削減

• フルバックアップの所要時間を24時間から4時間
に短縮

• 仮想マシンイメージのバックアップとファイル単位
のバックアップを一元管理

ビジネスの効果
• テープ運用に伴うトラブルを一掃しデータ保護の
信頼性を向上

• データ保護ソフトウェアのライセンス費用を約
60%、保守費用を約70%削減

• HPE Care Pack保守サービスを採用しトラブル
時の対応を一元化

• 多拠点バックアップやディザスタリカバリへの応
用が可能な環境を構築

アプローチ
個別に運用されてきた複数のテープバックアップ
環境を仮想テープライブラリに統合。データ保護
の確実性を向上させるとともに、データ保護ソフト
ウェアのライセンス費用を見直すことでデータ
保護のコストパフォーマンスを高める。
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チャレンジ
仮想化の進展に伴い
バックアップの課題が顕在化
シネックスインフォテックは、米国SYNNEXグ
ループに属する日本初の外資系 ITディストリ
ビューターである。世界有数のディストリビュー
ター SYNNEXのグループ力を背景に最新の
IT製品群をいち早く調達し、システムインテグ
レータやリセラーなど全国のパートナー企業に
提供している。

「単に新しい技術を紹介するだけではありま
せん。ユーザー企業への“売り”につながる活用ノ
ウハウも合わせて提供することでパートナー企
業のビジネスを支援することが私たちの使命で
す」とシネックスインフォテックの ITプロダクト
本部HP部 部長の清水毅氏は語る。そのノウハ
ウを得る手段として最新技術の自社導入にも積
極的に取り組んでいる。

シネックスインフォテックの社内では、基幹系シ
ステムとそれ以外の業務システムがそれぞれ別
の仮想化基盤上に構築され、現在合わせて200
台以上の仮想サーバーが稼働している。仮想化
環境が拡大するにつれて、バックアップに関する
いくつかの問題が顕在化してきたという。シネッ
クスインフォテック情報システム部門インフラ管
理グループの小林充幸氏は次のように指摘する。

「第一の問題は、分断したバックアップ環境で
す。2つの仮想化基盤それぞれにバックアップシ
ステムを用意していたため、システム投資の無
駄につながっていました。設定やメディア管理に
2重の手間がかかり、業務負荷も増大していまし
た」（小林氏）

仮想サーバーの増加に伴いバックアップに時間
がかかるようになってきたことも、大きな問題
だったという。

「とくに週末に実行していたフルバックアップが
長時間化する傾向にありました。通常でも土曜
日の夜から日曜日の夜まで、場合によっては月
曜日の朝までかかることもあり、業務への影響
が懸念される状況でした」（小林氏）

シネックスインフォテックでは仮想化サーバー
と物理サーバーのどちらに対してもテープライ
ブラリを使用したテープバックアップを行って
いたが、そのテープ運用にも問題があった。

「テープ自体、長年の間、繰り返しロードすると
劣化して使えなくなることがあります。実際、
そういうテープを使っていてリストアに必要な
データが読めなかったこともありました。バック
アップの信頼性を高めるためにもテープ運用の
見直しが必要でした」（小林氏）

今後、データ量がさらに増大し、仮想化環境も拡
大していく中で、バックアップ環境の統合と効率
化、テープ運用からの脱却が急務だった。仮想化環
境のサーバー更新を機に、シネックスインフォテッ
クは、バックアップシステムの刷新に踏み切った。

ソリューション
データ増への対応とコスト最適化の視点から
HPE StoreOnce Backupを選択
インフラ管理グループは、ディスクバックアップ環
境への移行を前提に、２つの仮想化環境と物理
環境のバックアップを統合できるバックアップデ
バイスの検討に入った。複数の候補の中から最
終的に選ばれたのは、仮想テープライブラリHPE 
StoreOnce Backupである。小林氏とともに製品
選定にあたったITプロダクト本部システムデザイン
課の河井良介氏は選定理由を次のように語る。

「選択の決め手となったのは独自の重複排除技
術です。HPE StoreOnce Backupは、平均4KB
という非常に小さなデータブロック単位での重
複排除を行うことにより、ファイル単位での重
複排除とは比較にならないほどデータを削減で
きます。これならバックアップデータの増大に対
しストレージの追加なしに対応できると確信し
ました」（河井氏）

データ保護ソフトウェアの選定も行われた。
HPE StoreOnce Backupは主要なデータ保護
ソフトウェアに対応しているため、従来使用して
いたバックアップソフトウェアを継続使用するこ
ともできたが、シネックスインフォテックはあえ
てHPE Data Protectorの採用に踏み切った。

「最大の理由はデータ保護コストの最適化です。
従来のソフトウェアは対象サーバーごとにCPU
の種類やコア数に対応したライセンスを購入し
なければならず、対象サーバーが増えるほど追
加費用がかかる仕組みでした。一方、HPE Data 
Protectorはデータ容量ベースのライセンス体
系なので、対象サーバーが増えても、バックアッ
プシステム側のストレージに余裕がある限り追
加費用なしに使い続けられます。この違いは想
像以上に大きく、私たちの試算によるとHPE 
Data Protectorに切り替えるだけでライセンス
費用は約60%、保守費用は約70%も削減でき
る見込みでした」（河井氏）

シネックスインフォテック株式会社
情報システム部門
インフラ管理グループ
小林 充幸 氏

シネックスインフォテック株式会社
プロダクトマネジメント部門
ITプロダクト本部　HP部
部長
清水 毅 氏

シネックスインフォテック株式会社
プロダクトマネジメント部門
ITプロダクト本部
システムデザイン&
インテグレーション部
システムデザイン課
河井 良介 氏

ITディストリビュータとして全国のパートナーに最新の IT製品を提供して
いるシネックスインフォテックは、自社の業務システムのバックアップ環
境を全面的に刷新した。仮想テープライブラリHPE StoreOnce Backup
とデータ保護ソフトウェアHPE Data Protectorにより、増大する業務
データを確実に保護するディスクバックアップ環境を構築している。
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多くの企業は、機能性、操作性の違いやそれに
伴う教育の手間が使い慣れたデータ保護ソフ
トウェアを代えることにはあまり積極的では
ない。しかし、今回はそのような懸念は一切な
かったという。

「いわゆる定番ソフトウェアと比べても機能的
に何の遜色もありません。操作性という点では
むしろ他より優れていると言えるでしょう。従
来使っていたソフトウェアは操作できるスタッ
フが少なく、特定個人に作業負荷が集中してい
たのですが、試用させてもらったHPE Data 
Protectorはスタッフ全員がすぐに使いこなせ
ました。属人的な運用から脱却できる点も高評
価のポイントでした」（小林氏）

仮想化基盤ではHPE BladeServer System
の新機種への更新が既に決まっていたため、
バックアップシステムも含めて結果的にオール
HPEのシングルベンダー環境になったが、シス
テムの安定運用という視点からはむしろ理想
的だったと小林氏は言う。

「システム全体を一貫性のあるアーキテクチャ
で構築できるため信頼性も管理性も向上しま
す。またシステム全体のサポートをHPEに集約
することで小さなトラブルからシステム障害ま
であらゆる事態にスピーディに対応できます」

ベネフィット
所要時間は 1/6、保存データ量は 1/20に
劇的に改善されたバックアップ環境
システム構築は仮想化基盤のサーバー更新と歩
調を合わせて進められ、2015年 10月から2016
年 1月にかけて、2つの仮想化基盤と物理サー
バーのバックアップシステムが順次カットオー
バーしていった。

統合されたバックアップ環境を見てみよう。今
回のシステムでは基幹系、一般業務系の2系
統の仮想サーバーイメージはSANに接続され
た共有ストレージから、また物理サーバーから
のファイルバックアップデータはLAN経由で、
HPE StoreOnce Backup 4500に送られて
くる。これらのデータフローを一元的にコント
ロールするのがデータ保護ソフトウェアHPE 
Data Protectorだ。いままで別々に行っていた
2系統の仮想化環境の設定や管理が統合され、
管理負荷も軽減している。

効率の面でも大きな成果が上がっている。劇的
に改善したのはバックアップ時間である。

「24時間以上かかっていた仮想サーバーイメー
ジのフルバックアップがわずか4時間に短縮で
きました。複数ジョブをパラレル実行すること
ができるというHPE StoreOnce Backupの
特性を最大限に活かすことで高いパフォーマン
スを実現しています。今後仮想化環境が拡大し
ても、業務に影響を与えるおそれはないでしょ
う」（小林氏）
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■シネックスインフォテックの統合バックアップ環境

バックアップ
制御・管理

● 仮想化環境と物理環境のバックアップを統合・自動化
● 最大1/20の重複排除率
● フルバックアップ時間を1/6に短縮
● データ保護ソフトウェアのライセンス費用を約60%、保守費用を約70%削減

基幹系仮想サーバー
約120台

※バックアップ対象は55台

一般業務系仮想サーバー
約100台

※バックアップ対象は55台
データ保護ソフトウェア
HPE Data Protector

バックアップサーバー
HPE ProLiant DL360 Gen9

物理サーバー
13台

LAN

物理サーバーのバックアップ

仮想サーバーのバックアップ

SAN

仮想サーバー用
共有ストレージ

仮想テープライブラリ
HPE StoreOnce Backup 4500

VMware VMware

SAN Switch

1/20
最大
重複排除率



「シネックスインフォテックが特に優れた技術を
自社導入するときは、その過程でパートナー様
のビジネスに役に立つ情報やノウハウを体得す
るために私たちプリセールスエンジニアも参加
します。今回得られた知見や実践的なノウハウ
は、パートナー様への販売支援や技術支援に活
かしていくつもりです」（河井氏）

最後に清水部長が次のように述べて締めくくっ
た。

「今回のシステム導入では、バックアップ環境の
統合やデータ保護コストの最適化など、HPEの
データ保護ソリューションの価値を実感しまし
た。これからはその体験をパートナー様のビジ
ネス拡大のために提供してまいります。HPEに
は、高信頼の製品と優れた技術によって、私たち
の挑戦を引き続き支えていただきたいと期待し
ます」

詳しい情報
HPE StoreOnce Backupについてはこちら
www.hpe.com/jp/storeonce

“今回のシステム導入では、バックアップ環境の統合やデータ保護コスト
の最適化など、HPEのデータ保護ソリューションの価値を実感しまし
た。これからはその体験をパートナー様のビジネス拡大のために提供し
てまいります。HPEには、高信頼の製品と優れた技術によって、私たち
の挑戦を引き続き支えていただきたいと期待します”
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重複排除技術も目に見える成果を上げている。

「200TBものバックアップデータが重複排除
によりわずか11TBにまで削減されています。
約 1/20という高い重複排除率によって、将来の
データ増に対しても余裕を持って対応できます
し、データ量を気にせずに対象サーバーも追加
できます。ちなみに対象サーバーの追加につい
てはHPE Data Protectorを採用したことでコ
ストも気にしないですみます」（小林氏）

HPE StoreOnce BackupとHPE Data 
Protectorによるバックアップシステムはトラブ
ルなく順調に稼働し、高い信頼性でシネックス
インフォテックの業務システムを支え続けて
いる。

多拠点展開やDRを視野に
HPE StoreOnce Catalystを検討
今回のバックアップシステムの成果を受けて、小
林氏はさらにつぎの展開に思いを巡らせている。

「今注目しているのは、エンタープライズ規模
の連携重複排除を実現するHPE StoreOnce 
Catalystテクノロジーです。これにより、複数拠
点を結んだバックアップシステムやディザスタリ
カバリシステムの構築といった新たな課題に挑
戦していきたいと考えています」（小林氏）

今回システムの選定、構築には、直接の担当部門
であるインフラ管理グループに加え、パートナー
へのソリューション提供を業務とする ITプロダ
クト本部も参加した。実際にシステムの選定に
も構築にも携わった河井氏はその理由を次のよ
うに説明してくれた。

ソリューション概略

導入ハードウェア
• HPE StoreOnce Backup 4500

• HPE ProLiant DL360 Gen9

導入ソフトウェア
• HPE Data Protector 

導入サービス
• HPE  Care Packサービス 

シネックスインフォテック株式会社 プロダクトマネジメント部門  ITプロダクト本部  HP部  部長
清水 毅 氏
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